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                     秦  康 夫            

2 0 1 6 年年年年 ７７７７ 月月月月 ３３３３ 日 （ 日 ）日 （ 日 ）日 （ 日 ）日 （ 日 ） 9 : 3 0 ～～～～ 1 5 : 3 0  

作 業 項 目 ： １ ） 枯 損 木 の 除 伐  

     ２ ） 常 緑 樹 天 然 林 の 除 伐  

     ３ ） ナ ラ 枯 れ 対 策  

     ４ ） 水 切 り 溝 の 整 備  

 前 回 に 引 き 続 き 、 干 害 防 備 保 安 林 の 南 、 4 4 林 班 「 は 」

地 区 の 林 床 整 備 を 行 っ た 。 白 テ ー プ で 選 別 済 の マ ツ な ど

の 枯 損 木 と 、 繁 り 過 ぎ て 林 間 を 暗 く し て い る ヒ サ カ キ 、

ア セ ビ な ど 常 緑 樹 の 除 伐 作 業 で あ る 。 前 回 時 間 切 れ の た

め ナ ラ 枯 れ 対 策 が で き な か っ た ７ ～ ８ 本 の バ ス タ オ ル ・

ビ ニ ー ル テ ー プ 巻 き も 、 担 当 の ２ 人 が 手 早 く 済 ま せ 、 ほ

ぼ 全 員 が 除 伐 作 業 に 関 わ っ た 。 厄 介 な 掛 か り 木 に な る ケ

ー ス も な く 順 調 に 作 業 が 進 ん だ の で 、 前 回 遣 り 残 し た 要

除 伐 木 は 今 回 で 全 部 処 理 出 来 る か と 思 っ た が 、 そ う は い

か な い 。東 海 自 然 歩 道 沿 い か ら 離 れ て 谷 に 近 づ く に つ れ 、

未 選 別 の 枯 損 木 が 、 ま だ け っ こ う 沢 山 残 っ て い る の が 分

か っ た 。 こ の 調 子 で は 、 一 帯 の 整 備 に あ と ２ ～ ３ 回 の 作

業 が 必 要 で あ る 。  

 今 日 は 、 ２ 台 目 の 用 具 用 物 置 の 設 置 場 所 を 確 定 す る 必

要 が あ る の で や や 早 め に 除 伐 作 業 を 切 り 上 げ て 集 合 場 所

に 戻 っ た 。 検 討 の 結 果 、 現 在 の 物 置 の 対 面 に ２ 台 目 を 設

置 す る こ と に 決 め 、 1 . 6 ｍ × 2 . 3 ｍ の 用 地 の 確 保 と 、 用 地

内 及 び 周 辺 の 整 備 を 行 っ た 。 作 業 用 具 も 増 え た の で 現 在

の 物 置 だ け で は 手 狭 に な り 、内 部 が や や 混 乱 状 態 で あ る 。

２ 台 目 の 物 置 が 待 ち 遠 し い 。  

【【【【 作 業 参 加 者 】】】】  

猪 川 誠  石 原 順 子  斧 田 一 陽  小 櫃 徹 夫  薦 田 佳 一  
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阪 下 幸 一  武 田 寿 夫  秦 康 夫  福 井 誠  宮 本 廣  計 1 0 名  

 

１ ． 集 合 写 真  作 業 前  

 

２ ．集 合 写 真  作 業 後 （ 同 じ 場 所 、仮 設 テ ー ブ ル 撤 去 後 ） 
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３ ． 除 伐 予 定 木  

 

４ ． 除 伐 予 定 木 伐 採  

 

５ ． 伐 採 整 理 後  

 

６ ． 別 の 徐 伐 予 定 木  

 

７ ． 受 け 口 を 作 り 、 あ と は

次 回 ま わ し  

 

８ ． 水 切 り 溝  整 備 中  
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９ .  カ シ ナ ガ 対 策 済   

株 立 ち の ５ 本  

 

1 0 .  次 の 物 置 小 屋 設 置 予

定 地 を 整 備 テ ー ブ ル 撤 去  

 

1 1 ．「 ナ ラ 枯 れ 」 防 除 実 験 中  

 

 


